
漢
字
學
硏
究　

第
三
號

一
四
五

主
催
：
大
韓
中
国
学
会
、
東
西
大
学
孔
子
学
院
、
韓
国
漢
字
研
究
所
（
慶
星
大
学
）

日
時
：
二
〇
一
四
年
一
一
月
二
九
日
〜
一
二
月
一
日

場
所
：
韓
国
、
釜
山
、
東
西
大
学Centum
校
区

一　

学
術
検
討
会
の
目
的
と
意
義

大
韓
中
国
学
会
は
一
九
八
三
年
に
創
設
さ
れ
、
目
下
四
〇
〇
余
名
の
会
員
が
い

る
。
韓
国
で
「
中
国
学
」
を
核
心
的
に
行
う
機
関
で
あ
る
。
大
韓
中
国
学
会
の
会

長 

河
永
三
教
授
（
慶
星
大
学
）
が
中
心
と
な
り
、
東
亜
共
同
文
化
圏
の
著
名
学

者
（
韓
国
・
中
国
・
香
港
・
台
湾
・
日
本
・
ベ
ト
ナ
ム
）
が
一
堂
に
会
し
て
研
究

発
表
を
行
う
こ
と
が
本
大
会
の
目
的
で
あ
る
。

今
回
の
国
際
学
術
会
議
の
主
題
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

①　

東
ア
ジ
ア
各
国
漢
字
近
代
歴
史
的
影
響

②　

目
前
の
東
ア
ジ
ア
各
国
漢
字
使
用
現
状
と
問
題

③　

二
〇
一
三
年
韓
・
中
・
日
三
国
三
十
人
名
士
会
（
日
本
名
、
三
十
賢
人
会

…
…
韓
国
中
央
日
報
・
中
国
新
華
社
・
日
本
読
売
新
聞
主
導
）
共
同
提
唱
の

韓
・
日
・
中
に
お
い
て
共
通
に
使
わ
れ
る
八
〇
八
の
漢
字
に
つ
い
て
の
残
っ

て
い
る
問
題
と
解
決
法
案

④　

漢
字
の
工
業
化
と
応
用　

※
工
業
化
…
…
漢
字
の
デ
ザ
イ
ン
と
意
味
的
な
も

の
を
い
ろ
ん
な
媒
体
に
使
用
す
る
こ
と

⑤　

韓
・
中
・
日
の
漢
字
字
典
の
デ
ー
タ
ー
ベ
ー
ス

⑥　

そ
の
他
漢
字
の
諸
問
題
に
つ
い
て

こ
の
検
討
会
は
漢
字
学
者
の
研
究
以
外
に
、
設
計
・
映
画
・
書
法
・
文
化
産
業

領
域
・
人
類
学
・
社
会
学
者
の
参
加
を
通
じ
て
、
漢
字
を
巡
っ
て
漢
字
学
者
と
非

漢
字
学
者
が
共
同
研
究
を
す
る
。
学
問
の
領
域
を
超
え
た
「
融
合
」
研
究
を
行
う
。

今
回
の
大
会
で
は
、
基
調
講
演
三
名
、
主
旨
講
演
一
一
名
、
グ
ル
ー
プ
発
表

一
三
名
で
行
わ
れ
た
。
基
調
講
演
は
参
加
し
た
代
表
学
者
の
講
演
で
あ
り
、
主
旨

講
演
は
そ
れ
ぞ
れ
の
国
か
ら
招
聘
さ
れ
た
学
者
の
講
演
で
あ
る
。
今
回
の
検
討
会

は
韓
国
で
第
一
回
目
と
し
て
初
め
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
中
国
と
日
本
で
は

ま
だ
開
か
れ
た
こ
と
が
な
い
。
こ
の
よ
う
な
検
討
会
が
漢
字
の
重
要
性
の
喚
起
・

漢
字
の
研
究
領
域
の
拡
大
・
漢
字
研
究
発
展
の
幇
助
と
な
る
こ
と
を
確
信
し
て
い

る
。

二
〇
一
四
年
「
漢
字
与
東
亜
文
化
」

国
際
学
術
研
討
会
曁
大
韓
中
国
学
会
年
会　

報
告

張　
　
　
　
　
　
　
　

莉



二
〇
一
四
年
「
漢
字
与
東
亜
文
化
」
国
際
学
術
研
討
会
曁
大
韓
中
国
学
会
年
会　

報
告

一
四
六

二　

日
程

一
一
月
二
九
日
（
土
）

第
一
部　

開
幕
式
典

河
永
三（
韓
国
、慶
星
大
学
教
授
・
韓
国
漢
字
研
究
所
所
長
・
大
韓
中
国
学
会
会
長
）

 

…
…
開
幕
宣
言

張
濟
国
（
韓
国
、
東
西
大
学
学
長
） 

…
…
歓
迎
の
辞

臧
克
和
（
中
国
、
華
東
師
範
大
学
教
授
・
中
国
文
字
研
究
与
応
用
中
心
主
任
）

 

…
…
来
賓
挨
拶

基
調
講
演
（
司
会
：
陳
賢　

慶
星
大
学
）

国
名

発
表
者

所
属

講
演
題
目

香
港

L.Pfister
U
SA

：H
ongkong 

babtist U
niv.

宗
教
哲
学

系
教
授
、
宗
教
比
較
哲
学

研
究
所
長

Questioning the M
odern 

Em
ergence of “

Zōngjiào” 

宗
教 and “

Zhéxué”  

哲
学

M
odern Chinese Language 
and Cultures

中
国

傅
根
清

中
国
海
洋
大
学
文
学
与
新

聞
伝
播
学
院
教
授

漢
字
，
東
亜
文
化
圏
共
同
的
創

意
宝
蔵

韓
国

金
載
明

慶
星
大
学
教
授
、
前
任
数

字
設
計
研
究
生
院
院
長

D
esign Story

第
二
部　

主
旨
講
演
（
司
会
：
李
景
遠　

漢
陽
大
学
）

国
名

発
表
者

所
属

講
演
題
目

韓
国

全
広
鎮

成
均
館
大
学
教
授

漢
字
教
育
与
諾
貝
尓
科
学
奨

中
国

王
平

華
東
師
範
大
学
教
授

東
亜
文
化
圏
漢
字
字
典
文
献

的
整
理
与
研
究

台
湾

朱
岐
祥

東
海
大
学
教
授

論
繁
体
字
和
簡
化
字
的
縦
線

関
係

越
南

丁
克
順

国
立
漢
喃
研
究
院
副
院
長
越
南
漢
字
使
用
歴
史
与
状
況

日
本

山
元
宣
宏
宮
崎
大
学
准
教
授

日
本
的
公
用
漢
字
和
其
争
論

点

第
三
部　

主
旨
講
演
（
司
会
：
李
琮
敏　

慶
星
大
学
、
梁
楠　

慶
星
大
学
）

国
名

発
表
者

所
属

講
演
題
目

中
国

臧
克
和

華
東
師
範
大
学
教
授

学
人
与
書
芸

韓
国

郭
魯
風

東
方
文
化
大
学
院
大
学
教

授

漢
字
和
書
芸

韓
国

高
仁
徳

延
世
大
学
人
文
学
研
究
院

Ｈ
Ｋ
研
究
教
授

漢
字
和
権
力
：『
詩
経
』
和
「
左

図
右
書
」 

韓
国

宋
鎮
烈

東
西
大
学
教
授

漢
字
和
電
影
：Peter 

Greenaw
ay 《Pillow

 Book

》

的
「
肉
体
的
書
」

日
本

出
野
文
莉

（
張
莉
）

京
都
大
学
国
際
高
等
教
育

院
非
常
勤
講
師

「
文
」
字
的
民
俗
学
方
面
字
源

考

―
白
川
静
『
釈
文
』
的
再

探
討

韓
国

朴
起
徹

慶
星
大
学
広
告
系
教
授

漢
字
与e-ducation 

？



漢
字
學
硏
究　

第
三
號

一
四
七

第
四
部　

グ
ル
ー
プ
発
表

分
組
討
論
―
①
漢
字
学
的
諸
多
問
題　

韓
国
学
者
二
名
×
四
組
（
司
会
：
姜
鯨
求　

東
義
大
学
）

分
組
討
論
―
②
建
立
「
東
亜
漢
字
字
典
字
庫
」　

韓
国
学
者
五
名
（
司
会
：
李
哲

理　

慶
南
大
学
）

分
組
討
論
―
③
東
亜
政
治
和
経
済　

韓
国
学
者
二
名
×
四
組
（
司
会
：
金
東
河　

釜
山
外
国
語
大
学
）

第
五
部　

総
会
と
閉
幕
式
（
司
会
：
陳
賢　

慶
星
大
学
）

・
総
会
と
閉
幕

・
第
一
回
「
大
韓
中
国
学
会
学
術
賞
」
受
賞
典
礼

・
新
会
長
選
挙

・
晩
餐
会
（
於
：The PARK

）

一
一
月
三
〇
日
（
日
）

文
化
考
察
（
慶
州
―
国
立
慶
州
博
物
館
・
天
馬
塚
・
天
文
台
）

一
二
月
一
日
（
月
）

韓
国
漢
字
研
究
所
見
学
、
離
会

三　

所
感

二
〇
一
四
年
八
月
二
五
日
〜
八
月
二
八
日
に
福
岡
市
志
賀
島
で
第
二
回
世
界
漢

字
学
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
学
会
に
参
加
さ
れ
た
中
国
・
台
湾
・
韓
国
・
ベ

ト
ナ
ム
の
主
要
メ
ン
バ
ー
が
今
回
の
大
韓
中
国
学
会
に
も
参
加
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
台
湾
の
朱
岐
祥
氏
、
中
国
の
臧
克
和
氏
、
王
平
氏
、
韓
国
の
河
永
三
氏
は
そ

れ
ぞ
れ
台
・
中
・
韓
を
代
表
す
る
学
者
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
漢
字
学
の
発
展
を

荷
う
人
材
で
す
。

興
味
を
引
い
た
論
文
に
つ
い
て
簡
単
に
報
告
し
て
お
き
ま
す
。

ま
ず
は
傅
根
清
氏
の
「
漢
字
，
東
亜
文
化
圏
共
同
的
創
意
宝
蔵
」
で
す
。
漢
字

の
も
つ
形
と
意
味
を
巧
み
に
利
用
し
、
漢
字
を
デ
ザ
イ
ン
と
し
て
ど
の
よ
う
に
使

い
こ
な
す
か
を
い
く
つ
か
の
例
を
挙
げ
て
説
明
し
て
い
ま
す
。
王
平
氏
は
「
東
亜

文
化
圏
漢
字
字
典
文
献
的
整
理
与
研
究
」
と
題
す
る
論
文
の
中
で
、
中
・
韓
・
日

の
そ
れ
ぞ
れ
の
三
国
の
す
べ
て
の
学
者
が
使
え
る
字
典
、
す
な
わ
ち
そ
れ
ぞ
れ
の

国
の
漢
字
の
発
展
的
様
相
を
も
含
め
た
相
互
理
解
で
き
る
デ
ー
タ
ー
ベ
ー
ス
づ
く

り
の
提
唱
を
し
ま
し
た
。
朱
岐
祥
氏
は
「
論
繁
体
字
和
簡
化
字
的
縦
線
関
係
」
と

題
す
る
論
文
の
中
で
、
繁
体
字
と
簡
体
字
の
そ
れ
ぞ
れ
の
長
所
と
短
所
を
挙
げ
、

中
国
・
台
湾
の
漢
字
使
用
の
今
後
取
る
べ
き
道
を
示
唆
し
ま
し
た
。
宋
鎮
烈
氏
は

「
漢
字
和
電
影
：Peter Greenaw

ay 

《Pillow
 Book

》
的
『
肉
体
的
書
』」
と
題

す
る
論
文
の
中
で
、
子
供
の
成
長
の
儀
式
の
際
に
顔
に
書
か
れ
た
文
字
や
死
刑
囚

の
胸
に
書
か
れ
た
文
字
な
ど
の
写
真
を
示
し
て
例
に
挙
げ
、
人
体
に
書
か
れ
た
さ

ま
ざ
ま
な
書
に
つ
い
て
そ
の
書
が
与
え
る
イ
メ
ー
ジ
を
分
析
し
て
い
ま
す
。
各
々

の
論
文
は
ど
れ
も
新
鮮
で
、
漢
字
文
化
に
は
い
ろ
ん
な
諸
相
が
あ
る
こ
と
を
学
ば

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
京
都
大
学
国
際
高
等
教
育
院
非
常
勤
講
師
）



二
〇
一
四
年
「
漢
字
与
東
亜
文
化
」
国
際
学
術
研
討
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曁
大
韓
中
国
学
会
年
会　

報
告

一
四
八

2014 年「漢字與東亜文化」国際学術検討会曁大韓中国学会年会（大韓中国学会）　論文集

①傅根清氏「漢字、東亜文化圏共同的創意宝蔵」15 頁

②  傅根清氏「漢字、東亜文化圏共同的創
意宝蔵」23 頁

③  宋鎮烈「漢字和電影：Peter Greenaway 《Pillow Book》的
“肉体的書”」121 頁

④宋鎮烈「漢字和電影：Peter Greenaway 
《Pillow Book》的“肉体的書”」125 頁


